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技術相談 

提供可能技術： 

日本機械学会，日本燃焼学会 

熱工学，燃焼合成，SHS，ニホウ化マグネシウム，ダイヤモンド薄膜 

・SHSによる材料の試作 

・ダイヤモンド薄膜の燃焼合成 

・伝熱に関する事項 

研究内容： SHS（燃焼合成法）による材料合成 

技術分野：ェネルギー・環境応用 

~－ 

ニホウ化マグネシウム（MgB2）は，2001 年に超伝導体であることが明らかになった注目の物質です.転移温度が39 K 

と金属系超伝導体の中で最高であり，MRI やリニアモーターカーへの使用が期待されています．従来の合成法では，高 

温高圧状態を長時間保つ必要があり，大量のェネルギーを消費しますが，SHS (Self-propagating High-temperature 

卸nthesis, 燃焼合成法）では，MgとB の粉末を混合した圧粉体を作り，一点に着火のためのエネルギーを加えるだけ 

で，その後は圧粉体内を燃焼波が自己伝ぱするため，非常に少ないェネルギー消費でMgB2 を合成することが可能で 

す.現在は，高純度のMgB2 を合成するために，粉末の粒径や圧粉体の密度などをどのようにすればよいかを調ぺてい 

ます.また，SHS を用いれば，500 種類を越えるセラミックスや金属間化合物の合成が可能といわれています. 
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圧粉体 燃焼波伝ぱ MgB2の合成完了 

研究者PR・自己紹介 

「燃焼」という言葉は，温暖化の原因物質とされるニ酸化炭素の排出を連想させることなどから，残念ながらマイナスの 

イメージがつきまとうものになってきました．しかしながら，この少々肩身が狭くなってきた燃焼も上手に利用することで， 

これまでは合成が困難だった材料を簡単に，しかも従来の方法よりも少ないエネルギーで作ることが可能です.燃焼反 

応を用いた新規材料の合成を積極的に進めています． 
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